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企
業
の
参
加
と
都
市
祭
り
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　

―
東
京
の
神
田
祭
・
山
王
祭
・
渋
谷
の
祭
礼
を
中
心
に

―

秋　

野　

淳　

一　
　

　
　
　
　
は
じ
め
に

　

近
年
、
大
都
市
の
都
市
祭
り
が
大
き
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。
例
え
ば
、
平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年
の
神
田
祭
の
神
輿
宮
入
や

平
成
三
〇
年
の
山
王
祭
の
下
町
連
合
渡
御
を
現
地
へ
赴
い
て
見
て
い
る
と
、
多
数
の
参
加
者
と
観
客
を
動
員
し
て
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
に
ぎ
わ
い
を
形
成
す
る
一
つ
の
要
因
と
し
て
「
企
業
の
参
加
」
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
拙
著
『
神
田
祭
の
都
市
祝
祭
論
―
戦
後
地
域
社
会
の
変
容
と
都
市
祭
り
―
』
に
お
い
て
、
戦
後
地
域
社
会
の
変
容
と
神
田
祭

の
分
析
か
ら
、
商
人
・
職
人
の
町
が
中
高
層
の
ビ
ル
街
に
変
わ
り
、
神
田
祭
を
運
営
し
て
い
る
町
会
の
人
た
ち
が
少
な
く
な
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
現
代
の
神
田
祭
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
都
市
祝
祭
の
場
を
形
成
す
る
要
因
と
し
て
、
五
つ
の
特
徴
（
要
素
）
を
指
摘
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、
①「
都
市
祝
祭
と
町
内
の
祭
り
の
複
合
構
造
」、
②「
結
集
の
た
め
の
核
の
存
在
」、
③「
個
人
の
活
躍
（
人
的
要
因
）」、
④

「
企
業
の
参
加
」、⑤「
非
日
常
化
す
る
イ
ベ
ン
ト
」
で
あ
る
。
こ
の
五
つ
の
特
徴
を
も
と
に
、神
田
祭
の
動
態
を
図
１
の
「
神
田
祭
モ
デ
ル
」�
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（
正
式
名
「
神
田
祭
に
み
る
都
市
祝
祭
モ
デ
ル
」）
と
し
て
ま
と
め
、
他
の

都
市
祭
り
と
の
比
較
研
究
の
起
点
と
し
た（

１
）。

　

こ
の
「
神
田
祭
モ
デ
ル
」
を
も
と
に
、
山
王
祭
と
の
比
較
を
予
備
的
に

試
み
た
結
果
、
神
田
祭
と
同
様
な
五
つ
の
特
徴
が
見
ら
れ
、
企
業
の
参
加

も
大
き
な
特
徴
の
一
つ
と
し
て
確
認
で
き
た（

２
）。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
企
業
の
参
加
に
着
目
す
る
。
先
行
研
究
の
指
摘
、

神
田
祭
や
山
王
祭
の
実
態
、
渋
谷
の
宮
益
御
嶽
神
社
祭
礼
の
実
態
（
研
究

開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
渋
谷
学
研
究
会
の
研
究
成
果
の
一
部
）
な
ど
を
整
理

し
た
上
で
、
企
業
の
参
加
と
都
市
祭
り
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
し
て
、
両

者
の
関
係
を
予
備
的
に
考
察
し
、
今
後
の
研
究
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
お

き
た
い
。

　

な
お
、「
企
業
」
と
は
、
一
般
に
「
利
潤
獲
得
を
目
的
と
す
る
生
産
単
位

と
し
て
、
生
産
、
販
売
な
ど
の
経
済
活
動
を
継
続
し
て
行
な
う
協
働
シ
ス

テ
ム
な
い
し
組
織
体
。
ま
た
は
そ
の
活
動
」を
意
味
し
、出
資
形
態
に
よ
り
、

私
企
業
、
公
企
業
、
公
私
合
同
企
業
に
分
け
ら
れ
る（

３
）。

　
　
　
　
一
、
先
行
研
究
に
見
る
企
業
の
参
加
と
都
市
祭
り

　

都
市
祭
り
を
対
象
と
し
た
主
な
先
行
研
究
に
お
い
て
、
企
業
の
参
加
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
整
理 図 1　神田祭モデル（拙著『神田祭の都市祝祭論』より、筆者作成）
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を
し
て
お
き
た
い
。
こ
こ
で
対
象
と
な
る
都
市
祭
り
は
大
阪
の
天
神
祭
、
高
円
寺
阿
波
お
ど
り
、
小
倉
祇
園
太
鼓
、
青
森
ね
ぶ
た
祭
り
、

阿
波
踊
り
で
あ
る
。

　
　（
一
）
大
阪
の
天
神
祭

　

文
化
人
類
学
の
米
山
俊
直
は
、
天
神
祭
の
担
い
手
を
神
社
側
、
氏
子
組
織
、
講
社
（
多
く
は
同
業
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
講
、
こ
れ
を

米
山
は
「
社
縁
」
と
呼
ん
で
い
る
）
の
三
つ
に
大
別
し
て
い
る
。
こ
の
講
社
に
は
、
昭
和
五
二
（
一
九
七
七
）
年
の
時
点
で
は
「
講
社
並

協
力
団
体
一
覧
表
」
に
は
三
五
の
団
体
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
米
山
は
こ
の
う
ち
天
神
祭
に
不
参
加
や
渡
御
に
は
関
わ
ら
な
い
団
体
な
ど

を
除
き
、二
三
の
団
体
に
つ
い
て
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、「
こ
の
地
縁（
氏
子
組
織
）と
社
縁（
同
業
者
）は
微
妙
に
か
ら
み
あ
っ

て
い
る
。い
ま
同
業
者
の
組
織
で
あ
る
講
社
も
、も
と
を
た
ど
れ
ば
、そ
の
発
生
が
氏
子
地
域
か
ら
出
た
も
の
が
す
く
な
く
な
い
」（
一
二
五
頁
）

と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
二
三
の
団
体
に
つ
い
て
「
孤
軍
奮
闘
型
」、「
有
志
型
」（
同
業
者
有
志
型
、
新
地
縁
有
志
型
、
信
仰
芸
能
有
志
型
）、

「
組
織
型
」（
地
縁
組
織
型
、
市
場
組
織
型
、
企
業
組
織
型
）
の
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
組
織
型
の
な
か
に
「
企
業
組
織
型
」
が
あ
り
、

北
信
用
友
（
北
信
用
組
合
）、北
浜
㊑
団
（
大
阪
証
券
取
引
所
株
仲
買
人
）、実
信
（
実
業
信
用
組
合
）
の
三
つ
の
講
社
を
挙
げ
て
い
る
。「
企

業
組
織
型
」
の
三
つ
の
講
社
は
い
ず
れ
も
金
融
関
係
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

米
山
は
、
こ
の
講
社
組
織
の
存
在
を
祇
園
祭
と
の
違
い
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
祇
園
祭
は
基
盤
に
地
縁
的
な
町
組
を
持
っ
て�

い
る
の
に
対
し
て
、
天
神
祭
は
地
縁
的
な
町
組
も
一
部
に
か
か
え
な
が
ら
、
全
体
と
し
て
は
講
社
組
織
（
＝
社
縁
）
を
基
盤
に
し
て
い
る
点

が
も
っ
と
も
大
き
な
違
い
で
あ
る
と
位
置
付
け
て
い
る（

４
）。
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　（
二
）
高
円
寺
阿
波
お
ど
り

　

社
会
学
の
松
平
誠
は
、『
都
市
祝
祭
の
社
会
学
』
の
な
か
で
、
八
月
最
終
土
日
に
実
施
さ
れ
る
高
円
寺
阿
波
お
ど
り
の
分
析
を
行
な
い
、

金
融
機
関
の
連
と
私
企
業
連
の
参
加
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

松
平
に
よ
る
と
、
金
融
機
関
の
連
は
、
昭
和
六
〇
（
一
九
八
五
）
年
度
は
八
つ
の
金
融
機
関
（
都
市
銀
行
や
信
用
金
庫
な
ど
）
の
連
が

参
加
し
、
い
ず
れ
も
支
店
ぐ
る
み
の
参
加
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
八
千
代
信
用
金
庫
五
〇
人
（
中
心
は
高
円
寺
支
店
在
籍

者
。
前
年
度
は
創
立
六
〇
周
年
の
た
め
一
〇
〇
人
参
加
）、
太
陽
神
戸
銀
行
、
他
一
行
が
参
加
し
て
い
て
、
こ
の
三
行
は
高
円
寺
南
氷
川

町
会
の
一
員
で
あ
り
、
氷
川
神
社
の
氏
子
と
し
て
神
輿
を
担
ぐ
の
に
従
業
員
数
人
を
派
遣
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
私
企
業
連
に
つ
い
て
は
、
電
電
公
社
（
現
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
の
で
ん
わ
連
、
英
会
話
学
校
Ｆ
Ｉ
Ａ
の
連
、
東
日
印
刷
（
港
区
芝
）
の
従

業
員
で
組
織
す
る
東
日
連
を
挙
げ
、
企
業
ぐ
る
み
の
連
も
あ
れ
ば
、
職
場
の
自
由
な
同
好
会
（
職
場
仲
間
が
そ
の
家
族
や
友
人
を
引
き
入

れ
企
業
の
枠
を
は
み
出
し
た
も
の
）
も
あ
る
こ
と
、
東
日
連
は
社
内
運
動
会
を
契
機
に
結
成
し
、
高
円
寺
の
阿
波
お
ど
り
へ
出
演
す
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

松
平
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
金
融
機
関
の
連
（
サ
ー
ビ
ス
の
連
）
は
、
団
体
の
意
思
に
よ
っ
て
動
き
、「
参
加
の
目
的
は
、
地
元
へ
の
サ
ー

ビ
ス
で
あ
り
、
そ
れ
を
と
お
し
て
の
企
業
Ｐ
Ｒ
で
あ
り
、
参
加
そ
の
も
の
に
意
義
が
あ
る
こ
と
で
共
通
し
て
い
る
」（
二
九
四
頁
）
と
し
て
、

「
参
加
す
る
連
に
と
っ
て
は
、
阿
波
お
ど
り
に
参
加
し
、
賑
わ
い
に
一
役
買
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
元
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、

何
よ
り
も
ま
ず
、
自
分
た
ち
の
企
業
の
存
在
を
観
衆
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
第
一
義
で
あ
る
」（
二
九
四
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る（

５
）。

　
　（
三
）
小
倉
祇
園
太
鼓

　

文
化
人
類
学
の
中
野
紀
和
は
、『
小
倉
祗（

マ
マ
）園
太
鼓
の
都
市
人
類
学
』
の
「
第
四
章　

象
徴
と
し
て
の
地
域
伝
統
―
神
社
と
企
業
の
連
携
―
」
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に
お
い
て
、
七
月
第
三
週
末
の
三
日
間
（
金
・
土
・
日
曜
日
）
に
実
施
さ
れ
る
小
倉
祇
園
太
鼓
（
八
坂
神
社
の
祭
礼
）
に
お
け
る
神
社

と
企
業
の
関
係
に
着
目
し
、企
業
は
参
加
に
際
し
て
神
社
と
町
内
の
関
係
を
模
倣
す
る
こ
と
で
、町
内
と
の
関
係
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
、

神
社
は
精
神
的
中
核
で
は
な
く
空
間
的
通
過
点
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
察
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
現
在
、
神
社
の
祭
事
を
人
的
な
側
面

か
ら
支
え
て
い
る
の
が
、
企
業
を
中
心
と
す
る
新
た
な
参
加
者
た
ち
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　

小
倉
祇
園
太
鼓
は
、
祭
り
が
実
施
さ
れ
る
三
日
間
の
う
ち
、
一
日
目
に
安
全
祈
願
祭
と
御
神
幸
、
二
日
目
に
競
演
大
会
と
山
車
の
町
内

廻
り
、
三
日
目
に
競
演
大
会
で
構
成
さ
れ
る
。

　

一
日
目
に
実
施
さ
れ
る
御
神
幸
に
最
も
多
く
参
加
す
る
の
が
企
業
か
ら
の
派
遣
で
あ
り
、
町
内
か
ら
の
応
援
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い

と
す
る
。
企
業
の
御
神
幸
へ
の
参
加
は
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
の
「
ま
わ
り
舞
台
」
の
再
現
を
契
機
と
し
て
進
み
、
平
成
五
（
一
九
九
三
）

年
に
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、
Ｊ
Ｒ
九
州
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
ダ
ン
タ
ニ
（
梱
包
材
料
の
会
社
）
が
参
加
し
た
と
い
う
。

　

平
成
一
五
年
に
は
、
神
社
神
輿
の
前
に
、
女
性
中
心
の
据
え
太
鼓
チ
ー
ム
「
女
無
法
松
の
会
」
が
参
加
し
、
御
神
幸
の
最
後
尾
を
井
筒

屋
（
地
元
デ
パ
ー
ト
）
が
務
め
た
。
中
野
は
こ
の
平
成
一
五
年
の
変
化
に
注
目
し
、「
女
性
で
、し
か
も
町
内
で
は
な
く
新
し
い
据
え
太
鼓
チ
ー

ム
が
先
頭
を
歩
く
な
ど
、
神
事
と
し
て
の
祗
園
太
鼓
の
位
置
づ
け
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
を
決
定
づ
け
る
場
面
で
あ
っ
た
」（
一
二
一
頁
）

と
位
置
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
神
社
神
輿
に
後
続
す
る
山
車
に
つ
い
て
も
、
八
百
屋
西
魚
町
の
一
番
山
車
を
除
い
て
、
大
半
が
企
業
の
山
車

で
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
、
平
成
六
年
の
後
続
の
山
車
は
、
西
日
本
銀
行
、
Ｊ
Ｒ
九
州
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、
井
筒
屋
の
四
社
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

二
日
目
・
三
日
目
に
実
施
さ
れ
る
競
演
大
会
の
企
業
の
参
加
に
も
注
目
し
、「
新
入
社
員
研
修
、
新
旧
社
員
混
合
で
業
務
の
一
環
と
し
て
、

あ
る
い
は
ク
ラ
ブ
活
動
や
一
般
公
募
等
」（
一
二
四
頁
）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
百
貨
店
の
玉
屋

と
井
筒
屋
、
小
倉
東
映
会
館
、
国
立
小
倉
病
院
の
参
加
の
詳
細
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

玉
屋
は
、
開
店
四
五
周
年
を
控
え
た
昭
和
五
八
（
一
九
八
三
）
年
に
祇
園
太
鼓
へ
初
参
加
し
、「
地
域
に
溶
け
込
め
る
こ
と
、
女
性
社
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員
が
多
い
の
で
女
性
に
も
で
き
る
こ
と
と
い
う
条
件
の
も
と
で
祗
園
太
鼓
へ
の
参
加
が
検
討
」
さ
れ
、「
小
倉
玉
屋
女
子
太
鼓
チ
ー
ム
」

が
編
成
さ
れ
た
。
従
来
、
祇
園
太
鼓
は
男
性
が
打
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、「
彼
女
た
ち
の
参
加
は
好
意
的
に
受
け
取
ら
れ
、
こ
れ
以
降
、

女
性
の
太
鼓
打
ち
が
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
指
摘
す
る
。
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
新
入
社
員
と
希
望
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
練
習

は
就
業
時
間
終
了
後
に
時
間
外
手
当
が
支
給
さ
れ
る
業
務
の
一
環
と
し
て
自
社
倉
庫
で
行
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

井
筒
屋
は
、
昭
和
六
〇
年
に
祇
園
太
鼓
へ
初
参
加
し
、
競
演
大
会
に
は
創
業
五
〇
周
年
に
あ
た
る
昭
和
六
二
年
か
ら
記
念
行
事
と
し
て

参
加
し
た
。
昭
和
六
三
年
に
、
社
員
の
親
睦
団
体
「
井
和
会
」
の
な
か
に
任
意
加
入
で
き
る
部
の
一
つ
と
し
て
太
鼓
部
を
設
置
し
た
。
太

鼓
部
が
で
き
る
ま
で
は
会
社
か
ら
指
名
さ
れ
た
者
（「
学
生
時
代
に
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
た
も
の
」
で
、
男
性
一
二
人
・
女
性
五
人
）
が

参
加
し
て
い
た
が
、
太
鼓
部
の
誕
生
後
、
メ
ン
バ
ー
は
入
れ
替
わ
り
、
平
成
七
年
に
は
二
八
人
（
男
性
八
人
・
女
性
二
〇
人
）
の
部
員
が

所
属
し
た
。
太
鼓
部
以
外
に
山
車
の
曳
き
手
と
し
て
約
四
〇
人
が
集
め
ら
れ
る
と
い
う
。

　

小
倉
東
映
会
館
は
、
創
業
三
〇
周
年
の
平
成
三
年
に
「
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
太
鼓
チ
ー
ム
」
が
結
成
さ
れ
、
記
念
行
事
と
し
て
初
参
加
し
た
。
メ

ン
バ
ー
は
東
映
会
館
の
従
業
員
、
一
般
公
募
の
大
学
生
や
高
校
生
、
Ｏ
Ｌ
の
混
成
で
あ
る
と
い
う
。

　

国
立
小
倉
病
院
は
、
平
成
元
年
に
特
別
参
加
で
初
参
加
し
、
平
成
二
年
に
正
式
な
競
演
大
会
へ
の
参
加
を
行
な
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、

同
病
院
に
併
設
さ
れ
る
看
護
学
校
の
学
生
で
あ
る
と
い
う
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
四
つ
の
企
業
う
ち
、
国
立
小
倉
病
院
を
除
く
三
つ
の
企
業
が
開
店
や
創
業
の
記
念
行
事
と
し
て
、
参
加
や
チ
ー

ム
の
編
成
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
企
業
の
参
加
の
実
態
を
踏
ま
え
、
企
業
と
神
社
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
考
察
を
行
な
っ
て
い
る
。
中
野
は
、「
小
倉
全
体
に
お

け
る
神
社
へ
の
信
仰
心
は
希
薄
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
神
社
を
完
全
に
切
り
離
す
こ
と
も
で
き
な
い
」（
一
二
八
頁
）
と
し
つ
つ
、
町

内
の
山
車
の
多
く
は
、
お
祓
い
を
受
け
、
神
社
で
の
奉
納
打
ち
を
行
な
っ
て
い
て
、
若
者
た
ち
の
有
志
チ
ー
ム
に
も
欠
か
せ
な
い
も
の
で
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あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、そ
れ
は「
信
仰
心
か
ら
と
は
考
え
に
く
い
」と
位
置
付
け
、神
社
で
の
奉
納
打
ち
は
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
一
種
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
位
置
付
け
か
ら
、「
神
社
が
祗
園
太
鼓
の
中
核
と
い
う
よ
り
も
通
過
点
に
な
っ
て
い
る

よ
う
だ
。
精
神
的
な
中
核
か
ら
空
間
的
な
通
過
点
へ
と
意
味
を
変
え
て
い
る
と
い
え
る
」（
一
二
九
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、�

「
企
業
と
神
社
と
の
か
か
わ
り
は
、
地
元
町
内
と
神
社
の
間
に
あ
っ
た
つ
な
が
り
を
模
倣
す
る
こ
と
で
、
新
参
者
へ
の
風
当
た
り
を
少
し

で
も
回
避
し
よ
う
と
す
る
動
き
だ
と
い
え
る
」
と
位
置
付
け
、「
企
業
に
と
っ
て
気
に
な
る
の
は
、
神
社
と
の
関
係
性
が
希
薄
に
な
っ
て

い
て
も
、
神
社
を
支
え
、
祭
礼
を
支
え
て
き
た
町
内
の
反
応
な
の
で
あ
る
。
企
業
と
顧
客
の
関
係
を
意
識
す
る
企
業
側
の
論
理
が
こ
こ
に

も
表
れ
て
い
る
」（
一
三
〇
頁
）
と
分
析
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
女
性
チ
ー
ム
の
参
加
か
ら
、
企
業
は
古
く
か
ら
の
「
し
き
た
り
」
を
破
る
突
破
口
と
し
て
の
役
目
を
果
た
す
こ
と
も
指
摘
し

て
い
る
。
デ
パ
ー
ト
と
い
う
職
種
の
女
性
の
多
さ
と
い
う
社
員
構
成
が
祭
り
の
参
加
に
も
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、
男

女
の
相
違
よ
り
も
企
業
の
事
情
が
優
先
さ
れ
、
女
性
の
参
加
が
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
他
と
の
違
い
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶

好
の
機
会
に
し
て
い
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
企
業
の
論
理
を
持
ち
込
む
こ
と
は
、「
日
常
の
ケ
の
論
理
を
ハ
レ
の
場
に
持
ち
込

む
こ
と
」
で
あ
り
、企
業
は
「
神
社
の
祭
り
＝
ハ
レ
の
場
」
と
し
て
の
意
味
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
牽
引
役
と
な
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
中
野
は
、
議
論
を
深
め
る
べ
く
、
祭
り
と
イ
ベ
ン
ト
の
関
係
に
注
目
し
、「
祭
礼
と
新
規
に
つ
く
り
出
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
」

と
の
大
き
な
相
違
は
、「
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
る
一
連
の
空
間
に
付
与
さ
れ
た
意
味
」
に
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
空
間
が
意

味
の
あ
る
場
所
へ
変
化
す
る
可
能
性
を
持
つ
一
方
で
、
場
所
が
抽
象
的
な
空
間
へ
変
化
す
る
可
能
性
も
否
定
で
き
ず
、
お
旅
所
の
度
重
な

る
移
動
は
、
お
旅
所
が
宗
教
性
を
失
い
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
な
る
と
い
う
脱
宗
教
化
が
生
じ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
中
野
は
、
祭
り
と
イ
ベ
ン
ト
の
関
係
は
動
態
的
な
も
の
と
捉
え
つ
つ
、「
イ
ベ
ン
ト
の
祭
り
化
」
の
方
向
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
も
、
企
業
の
参
加
に
つ
い
て
は
「
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
化
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
れ
は
、
言
葉
を
変
え
れ
ば
、
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「
祭
り
の
世
俗
化
」
や
「
神
な
き
祭
り
」
に
通
じ
る
議
論
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
中
野
は
、
企
業
が
創
業
や
開
店
何
十
周
年
記
念
と
し
て
祭
り
へ
参
加
を
開
始
し
た
事
実
に
つ
い
て
は
指
摘
す
る
の
み

で
、検
討
は
行
な
っ
て
い
な
い
。宗
教
学
の
中
牧
弘
充
は
会
社
神
社（
企
業
の
神
社
）の
分
析
か
ら
、「
会
社
神
は『
苦
し
い
と
き
の
神
だ
の
み
』

で
は
な
く
、
ふ
つ
う
社
屋
の
完
成
や
周
年
事
業
の
際
に
勧
請
さ
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

６
）。

　

ま
た
、「
神
社
へ
の
信
仰
心
」
を
論
じ
る
と
き
に
、
小
倉
祇
園
太
鼓
に
お
け
る
八
坂
神
社
と
の
関
わ
り
は
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

以
外
に
、
参
加
す
る
企
業
が
神
社
を
祀
る
場
合
（
井
筒
屋
の
本
館
屋
上
に
は
瘡
守
稲
荷
神
社
［
昭
和
一
一
年
の
開
業
に
あ
た
り
伏
見
稲
荷

神
社
を
勧
請
］
が
祀
ら
れ
て
い
る
）
や
、他
の
神
社
へ
の
参
拝
行
動
（
例
え
ば
正
月
の
神
社
へ
の
集
団
参
拝
な
ど
）
と
対
比
を
し
な
が
ら
、

総
合
的
に
捉
え
る
と
い
っ
た
議
論
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
い
え
ば
、
企
業
の
参
加
に
つ
い
て
「
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
化
」
と
し
て
一
方
向
的
に
捉
え
て
よ
い
の
か
と
い
う
課
題
も
あ
る
。
例

え
ば
、
民
俗
学
の
松
崎
憲
三
は
、「
地
域
社
会
と
寺
院
・
企
業
」
の
な
か
で
、「
企
業
は
広
い
意
味
で
の
地
域
の
文
化
に
対
し
て
責
任
を
持

た
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
企
業
の
社
会
的
貢
献
に
つ
い
て
触
れ
た
上
で
、「
現
在
ど
の
地
域
で
も
、
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
化
、
イ
ベ

ン
ト
の
祭
り
化
が
進
行
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
伝
統
的
な
祭
り
と
未
来
を
志
向
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
融
合
さ
せ
て
一
対
の
行
事
と
す
る
こ
と

に
よ
り
、
一
面
で
は
地
域
住
民
・
町
内
会
と
企
業
が
連
帯
を
図
る
契
機
と
な
り
、
企
業
に
と
っ
て
は
そ
れ
に
参
画
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
社
会
へ
の
利
潤
還
元
が
少
な
か
ら
ず
果
た
せ
る
こ
と
に
な
る
」（
一
五
八
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

７
）。

　
　（
四
）
青
森
ね
ぶ
た
祭
り
・
阿
波
踊
り

　

民
俗
学
の
阿
南
透
は
、「
青
森
ね
ぶ
た
の
現
代
的
変
容
」
の
な
か
で
、
青
森
ね
ぶ
た
祭
り
に
お
け
る
企
業
が
出
す
ね
ぶ
た
は
広
告
・
宣

伝
目
的
だ
け
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
決
し
て
そ
れ
だ
け
で
は
長
続
き
は
し
な
い
と
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
企
業
の
ね
ぶ
た
へ
の
参
加
の�
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目
的
と
し
て
、
①「
ね
ぶ
た
は
、
従
業
員
や
家
族
慰
安
の
手
段
で
あ
り
、
ま
た
メ
ン
バ
ー
の
親
睦
を
図
る
格
好
の
手
段
で
あ
る
こ
と
」、�

②「
大
規
模
な
企
業
グ
ル
ー
プ
や
官
公
庁
で
は
、
ね
ぶ
た
出
陣
の
方
が
他
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
も
金
額
的
に
安
上
が
り
な
こ
と
」

を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
地
域
で
は
な
く
企
業
や
行
政
だ
か
ら
こ
そ
多
額
の
経
費
負
担
が
可
能
で
あ
り
、
地
域
に
代
わ
っ
て
企
業
が
ね

ぶ
た
を
出
し
た
こ
と
が
、
青
森
ね
ぶ
た
を
発
展
さ
せ
る
経
済
的
な
裏
付
け
に
な
っ
た
と
し
て
い
る（

８
）。

　

高
橋
晋
一
は
、
徳
島
の
阿
波
踊
り
に
お
け
る
「
企
業
連
」
に
つ
い
て
、
観
光
化
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
分
析
を
行
な
い
、
参
加
す
る
企
業

連
の
目
的
は
「
踊
り
を
通
じ
て
県
内
外
の
観
客
に
対
し
て
企
業
の
存
在
を
示
し
、
宣
伝
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
効
果
を
図
る
こ
と
に
あ
る
」

と
し
て
、
阿
波
踊
り
は
「
企
業
を
見
せ
る
」
た
め
の
媒
体
な
の
で
あ
る
と
結
論
付
け
て
い
る（

９
）。

　

以
上
の
先
行
研
究
か
ら
浮
か
び
上
が
る
企
業
の
都
市
祭
り
へ
の
参
加
は
、
社
員
教
育
や
会
社
員
同
士
の
親
睦
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、

地
域
社
会
や
一
般
観
衆
に
見
せ
る
意
味
合
い
が
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
。
論
者
の
「
神
田
祭
モ
デ
ル
」
で
い
う
「
都
市
祝
祭
と
町
内
の
祭
り

の
複
合
構
造
」
に
近
い
構
造
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
先
行
研
究
で
は
山
車
の
祭
り
や
阿
波
踊
り
と
い
っ
た
都
市
祭
り
を
対
象
と
し
た
企
業
の
参
加
が
分
析
の
中
心
で
あ
り
、

神
輿
の
祭
り
に
お
け
る
企
業
の
参
加
は
ほ
と
ん
ど
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
個
別
具
体
的
な
神
社
祭
礼
に
お
け
る
企
業
の
参
加

を
対
象
と
す
る
場
合
、
企
業
で
祀
る
神
社
の
祭
り
や
他
の
年
中
行
事
と
の
関
わ
り
な
ど
か
ら
総
合
的
に
捉
え
る
と
い
う
視
点
は
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
二
、
企
業
の
参
加
と
神
田
祭

（
（1
（

　

か
つ
て
は
徳
川
将
軍
が
上
覧
す
る
「
天
下
祭
」
の
一
つ
で
あ
っ
た
東
京
の
神
田
祭
（
神
田
神
社
大
祭
）
は
、
現
在
で
は
地
域
社
会
に�



212企業の参加と都市祭りに関する一考察

と
っ
て
は
町
会
が
出
す
神
輿
の
巡
幸
が
中
心
と
な
る
都
市
祭
り
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
神
田
祭
に
お
い
て
、
企
業
の
参
加
は
進
ん
で

い
る
。

　

神
田
神
社
の
氏
子
町
会
が
広
が
る
神
田
は
、
か
つ
て
は
問
屋
街
や
商
店
街
が
広
が
る
商
人
・
職
人
の
町
で
あ
り
、
町
内
に
は
居
住
空
間

の
ほ
か
に
、
八
百
屋
や
米
屋
な
ど
の
商
店
、
銭
湯
、
病
院
、
床
屋
な
ど
が
存
在
し
、
生
活
空
間
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
持
っ
て
い
た
。
そ

の
後
、
戦
後
地
域
社
会
の
変
容
の
な
か
で
中
高
層
の
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ
企
業
と
マ
ン
シ
ョ
ン
の
町
に
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
た
。
再
開
発
で

町
内
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
イ
プ
や
ワ
ン
ル
ー
ム
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
た
地
域
で
は
、
平
成
一
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
以
降
、
人
口
・
世

帯
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
そ
う
し
た
意
味
で
は
業
務
空
間
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
居
住
空
間
と
し
て
の
性
格
も
戻
り
つ
つ
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
民
の
町
会
加
入
、
特
に
町
会
活
動
へ
の
参
加
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
現
状
が
あ
る
。

　

商
人
・
職
人
の
町
が
ビ
ル
の
町
へ
変
貌
を
遂
げ
る
な
か
で
、
夜
間
人
口
・
世
帯
数
は
減
少
し
続
け
、
町
内
の
居
住
者
が
減
る
こ
と
で
、

神
田
祭
を
含
め
た
町
会
活
動
を
維
持
し
て
い
く
担
い
手
が
不
足
し
た
。

　

一
方
、
ビ
ル
化
し
た
町
内
に
は
多
数
の
事
業
所
が
入
り
、
昼
間
人
口
は
増
加
し
た
。
町
会
は
人
口
減
少
で
不
足
し
た
町
会
員
の
穴
埋
め

を
町
内
の
企
業
に
求
め
た
。
神
田
で
は
、
町
会
員
に
占
め
る
法
人
会
員
の
割
合
が
増
加
し
、
企
業
と
の
関
わ
り
を
重
視
す
る
町
会
の
人
た

ち
が
複
数
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、法
人
会
員
の
町
会
参
加
は
町
会
費
の
負
担
な
ど
の
経
済
的
な
側
面
に
と
ど
ま
り
、

町
会
活
動
へ
の
参
加
は
そ
れ
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い
実
態
が
見
え
て
き
た
。
た
だ
し
、
神
田
祭
に
は
、
祭
り
の
担
い
手
と
し
て
の
企
業
の
参

加
が
進
ん
で
い
る
。

　

以
下
に
、
平
成
二
五
年
の
デ
ー
タ
か
ら
町
会
が
実
施
す
る
神
田
祭
へ
の
企
業
の
参
加
の
具
体
相
を
見
て
お
き
た
い
。
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　（
一
）
企
業
の
参
加
と
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）
年
・
神
田
祭

　

企
業
の
参
加
が
見
ら
れ
る
町
会
は
、
内
神
田
美
土
代
町
会
（
会
社
員
四
〇
～
五
〇
人
）、
司
一
町
会
（
城
南
信
用
金
庫
一
〇
人
）、
多
町

一
丁
目
町
会
（
城
南
信
用
金
庫
神
田
支
店
約
二
〇
人
）、
多
町
二
丁
目
町
会
（
会
社
員
約
五
〇
人
）、
神
田
鍛
冶
三
会
町
会
（
三
菱
東
京�

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
三
〇
人
）、
須
田
町
中
部
町
会
（
西
武
信
用
金
庫
一
三
人
）、
須
田
町
北
部
町
会
（
り
そ
な
銀
行
三
〇
人
、
新
日
鉄
興
和
不
動

産
二
〇
人
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
、
Ｊ
Ｒ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
リ
テ
ー
リ
ン
グ
、
み
ず
ほ
銀
行
二
〇
～
三
〇
人
）、
鍛
冶
町
一
丁
目
町
会�

（
山
梨
中
央
銀
行
三
〇
人
）、
鍛
冶
町
二
丁
目
町
会
（
徳
力
本
店
一
〇
人
、
神
田
通
信
機
二
〇
～
三
〇
人
）、
神
田
須
田
町
二
丁
目
町

会
（
向
井
建
設
四
〇
～
五
〇
人
）、
神
田
佐
久
二
平
河
町
会
（
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
八
人
・
三
協
化
成
一
三
人
・
パ
セ
ラ
一
人
）、
岩

本
町
三
丁
目
町
会
（
山
崎
製
パ
ン
三
〇
〇
人
、
本
間
組
二
〇
人
、
田
島
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
二
〇
人
、
貝
印
一
〇
人
）、
神
田
和
泉
町
町
会�

（
Ｙ
Ｋ
Ｋ
一
〇
～
一
五
人
と
凸
版
印
刷
一
〇
～
一
五
人
を
含
み
企
業
四
〇
～
五
〇
人
）、
室
町
一
丁
目
会
（
企
業
：
宮
入
二
二
人
、
町
内
渡

御
一
二
一
人
）、
大
手
・
丸
の
内
町
会
（
将
門
塚
を
奉
賛
す
る
一
〇
社
の
会
社
員
一
〇
〇
〇
人
規
模
）
な
ど
で
あ
る
。

　
　（
二
）
企
業
の
参
加
と
金
曜
日
の
祭
り
・
蔭
祭

　

鍛
冶
町
一
丁
目
町
会
、
鍛
冶
町
二
丁
目
町
会
、
神
田
須
田
町
二
丁
目
町
会
、
紺
屋
町
南
町
会
で
は
、
平
日
に
し
か
い
な
い
企
業
の
会
社

員
を
巻
き
込
も
う
と
金
曜
日
の
神
輿
巡
幸
を
行
な
っ
て
い
る
。
栄
町
会
で
は
、
地
元
企
業
の
取
り
込
み
を
図
り
、
金
曜
日
の
夜
に
「
ふ
れ

あ
い
広
場
」
を
神
酒
所
前
で
開
い
て
い
る
。
蔭
祭
の
と
き
も
神
田
祭
と
同
じ
時
期
に
「
ふ
れ
合
い
広
場
」
を
実
施
し
て
企
業
会
員
と
親
睦

を
図
っ
て
い
る
。
外
神
田
三
丁
目
金
澤
町
会
で
は
、
金
曜
日
の
夜
の
神
輿
巡
幸
を
一
〇
年
前
か
ら
始
め
、
蔭
祭
の
年
は
企
業
と
の
懇
親
会

を
神
田
祭
の
時
期
に
開
い
て
い
る
。

　

町
内
に
有
力
な
企
業
が
あ
る
町
会
で
は
、
祭
り
の
担
い
手
も
企
業
に
特
化
し
た
り
、
祭
り
を
通
じ
て
企
業
と
の
関
係
を
良
好
に
し
て
い
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こ
う
と
す
る
町
会
の
戦
略
が
窺
え
る
。
町
会
は
、
企
業
を
取
り
込
む
た
め
に
、
金
曜
日
の
夜
の
祭
り
（
神
輿
巡
幸
・
懇
親
会
）
や
蔭
祭
を

実
施
し
て
い
る
。

　
　（
三
）
岩
本
町
三
丁
目
町
会

　

岩
本
町
三
丁
目
町
会
の
神
田
祭
の
参
加
者
は
、
昭
和
四
三
（
一
九
六
八
）
年
は
八
割
が
町
内
の
店
員
で
あ
っ
た
が
、
平
成
四
（
一
九
九
二
）

年
は
町
内
会
員
外
が
五
九
・
六
％
、
平
成
二
五
年
は
企
業
の
参
加
者
が
七
〇
・
〇
％
を
越
え
た
。
特
に
、
平
成
二
五
年
は
山
崎
製
パ
ン
の
社
員

三
〇
〇
人
が
参
加
し
た
こ
と
か
ら
参
加
者
に
占
め
る
同
社
社
員
の
割
合
が
高
い
。
祭
礼
費
の
寄
付
に
お
い
て
も
、
山
崎
製
パ
ン
グ
ル
ー
プ
、

本
間
組
、
田
島
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
企
業
に
特
化
し
て
い
る
。

　

町
会
の
神
酒
所
も
山
崎
製
パ
ン
本
社
ビ
ル
一
Ｆ
に
設
営
さ
れ
る
。
こ
の
山
崎
製
パ
ン
本
社
の
場
所
は
、
か
つ
て
は
東
京
衣
類
中
央
市
場

ビ
ル
で
あ
っ
た
が
、
三
井
建
設
を
経
て
、
現
在
の
山
崎
製
パ
ン
本
社
ビ
ル
と
な
っ
た
。

　

岩
本
町
三
丁
目
町
会
は
、
か
つ
て
は
衣
類
（
既
製
服
）
の
問
屋
街
・
商
店
街（

（1
（

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
大
手
企
業
の
本
社
を
は
じ
め
と

し
た
事
業
所
ビ
ル
と
マ
ン
シ
ョ
ン
の
町
に
変
貌
し
た
。
そ
の
た
め
、
祭
り
の
担
い
手
も
商
店
の
従
業
員
か
ら
町
内
企
業
、
特
に
大
手
企
業

の
会
社
員
に
特
化
す
る
形
に
動
員
方
法
を
移
行
し
、町
会
の
神
田
祭
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、蔭
祭
の
年
に
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
（
七
月
下
旬
）
を
実
施
し
て
企
業
と
の
つ
な
が
り
を
維
持
し
て
い
る
。
山
崎
製
パ
ン
本
社
の
敷
地
内
で
、佐
川
急
便
の
ト
ラ
ッ

ク
の
荷
台
を
舞
台
と
し
て
、
照
明
車
を
用
意
し
、
出
店
を
出
し
て
行
な
う
。

　

こ
う
し
た
町
会
と
企
業
の
つ
な
が
り
を
保
つ
た
め
に
、
本
祭
や
蔭
祭
の
際
の
み
な
ら
ず
、
町
会
役
員
の
日
常
的
な
企
業
へ
の
働
き
か
け

が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
に
神
田
祭
へ
の
企
業
の
参
加
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、町
会
の
個
人
の
活
躍
（
人
的
要
因
）

が
企
業
の
参
加
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
松
崎
憲
三
の
次
の
記
述
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
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松
崎
憲
三
は
、「
地
域
社
会
と
寺
院
・
企
業
」
の
な
か
で
、
岩
本
町
三
丁
目
町
会
の
神
田
祭
に
つ
い
て
、『
朝
日
新
聞
』（「
神
田
祭
り
の

み
こ
し
、
企
業
巻
き
込
み
『
ソ
イ
ヤ
』…
」、
平
成
二
年
五
月
一
三
日
付
）
の
記
事
を
引
用
す
る
形
で
、「
地
元
は
企
業
の
町
内
会
参
加
を

呼
び
か
け
る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
決
め
、
数
年
前
か
ら
新
年
会
や
盆
踊
り
に
企
業
の
社
員
を
招
い
た
り
、
テ
ナ
ン
ト
ビ

ル
の
地
鎮
祭
に
は
町
内
会
の
代
表
が
出
席
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
交
流
を
図
っ
て
き
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
約
三
〇
〇
の
企
業
が
町
内

会
組
織
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地
元
町
内
会
に
よ
る
企
業
に
対
す
る
働
き
か
け
は
、
実
は
神
田
祭
り
の
担
い
手
を
確
保
し
、
神
田

祭
り
を
通
し
て
企
業
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
岩
本
町
三
丁
目
の
神
輿
の
重
さ
は
二
ト
ン
弱
で
、
七
、
八
〇
人
の
担

ぎ
手
が
必
要
で
、
二
、
三
時
間
か
け
て
町
内
を
練
り
歩
く
た
め
に
は
、
交
替
要
員
を
含
め
て
少
な
く
と
も
こ
の
三
倍
の
二
〇
〇
人
程
度
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
周
辺
の
過
疎
地
域
で
は
、
担
ぎ
手
不
足
か
ら
神
輿
を
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
た
り
、
渡
御
を
断
念
し
た
町
内
も

い
く
つ
か
あ
っ
た
。
し
か
し
、
岩
本
町
三
丁
目
に
つ
い
て
い
え
ば
、
地
道
な
企
業
へ
の
働
き
か
け
が
効
を
奏
し
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）

の
祭
り
に
は
、
二
五
〇
人
の
担
ぎ
手
中
の
七
割
近
く
が
、
町
内
の
企
業
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・
Ｏ
Ｌ
の
参
加
者
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
一

時
危
ぶ
ま
れ
た
神
輿
の
渡
御
、
祭
り
の
存
続
が
、
企
業
と
一
体
と
な
る
こ
と
で
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る（

（1
（

」
と
紹
介
し
て
い
る
。

　
　（
四
）
大
手
・
丸
の
内
町
会
（
史
蹟
将
門
塚
保
存
会
）

　

神
田
神
社
の
旧
蹟
地
・
将
門
塚
の
地
元
、
大
手
・
丸
の
内
町
会
（
大
手
町
・
丸
の
内
地
区
）
は
、
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
・
二
丁
目
・

三
丁
目
、
大
手
町
一
丁
目
（
三
・
四
を
除
く
）・
二
丁
目
を
町
会
の
区
域
と
す
る（

（1
（

。
こ
の
町
会
に
は
、
住
民
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
た
め
、
町

内
に
立
地
し
史
蹟
将
門
塚
保
存
会
に
参
与
す
る
企
業
を
中
心
と
し
た
企
業
町
会
と
し
て
の
特
色
を
持
つ
。

　

か
つ
て
三
菱
地
所
の
社
長
で
あ
っ
た
渡
辺
武
次
郎
の
発
案
に
よ
っ
て
、
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）
年
に
町
内
会
と
し
て
、
大
手
町
・
丸

の
内
地
区
に
所
在
す
る
企
業
・
団
体
・
商
店
等
が
集
ま
り
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
共
同
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て�
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「
千
代
田
区
大
手
・
丸
の
内
町
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
現
在
で
は
、
約
二
〇
〇
の
法
人
が
入
会
し
、
千
代
田
区
の
各
種
施
策
へ
の
協
力
な

ど
も
積
極
的
に
行
な
い
、「
企
業
町
会
」
と
し
て
の
特
色
を
生
か
し
た
活
動
を
進
め
て
い
る
と
い
う（

（1
（

。

　

昭
和
三
五
年
七
月
二
八
日
に
、
地
元
の
町
会
有
志
・
有
力
会
社
が
発
起
人
と
な
っ
て
、「
史
蹟
将
門
塚
保
存
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
参

与
法
人
会
員
と
し
て
、
三
菱
地
所
、
三
井
物
産
、
物
産
不
動
産
、
丸
紅
な
ど
の
企
業
が
名
を
連
ね
る
。
現
在
、
将
門
塚
は
毎
年
秋
彼
岸
の

一
日
を
選
び
、
史
蹟
将
門
塚
保
存
会
の
主
催
で
例
祭
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
神
田
祭
の
神
幸
祭
で
は
神
田
神
社
の
鳳
輦
が
将
門
塚

へ
巡
幸
し
、
塚
前
祭
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
特
徴
を
持
つ
大
手
町
・
丸
の
内
地
区
の
神
田
祭
へ
の
参
加
は
以
前
は
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
昭
和
四
三
年
の
神
田
祭
で

は
、薗
田
稔
の
調
査
に
よ
る
と
、神
酒
所
は
作
ら
ず
、神
田
祭
に
お
い
て
祭
礼
行
事
を
実
施
し
て
い
な
か
っ
た（

（1
（

。
ま
た
、平
成
四（
一
九
九
二
）

年
の
神
田
祭
で
も
、
松
平
誠
の
調
査
に
よ
る
と
、
神
酒
所
は
作
ら
ず
、
神
田
祭
に
お
い
て
祭
礼
行
事
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い（

（1
（

。
し
か
し
な

が
ら
、
江
戸
開
府
四
〇
〇
年
を
迎
え
た
平
成
一
五
年
、
大
手
町
・
丸
の
内
地
区
の
神
田
祭
へ
の
参
加
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
年
に
行
な
わ

れ
た
神
田
祭
で
は
、
三
井
物
産
の
社
員
二
二
四
人
が
将
門
塚
保
存
会
の
参
与
法
人
と
し
て
神
田
祭
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
神
田
神
社
か
ら

借
り
た
神
輿
で
将
門
塚
か
ら
神
田
神
社
ま
で
渡
御
し
、
神
田
神
社
へ
宮
入
し
た
と
い
う
。

　

こ
れ
を
契
機
に
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
つ
と
し
て
史
蹟
将
門
塚
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
が
独
自
に
担
げ
る
神
輿
を
作
ろ
う
と
い
う
機
運
が

高
ま
り
、
史
蹟
将
門
塚
保
存
会
大
神
輿
を
新
調
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
一
七
年
の
神
田
祭
で
は
、
史
蹟
将
門
塚
保
存
会
大
神
輿
で
神
田
神

社
へ
の
宮
入
を
果
た
し
た
。
史
蹟
将
門
塚
保
存
会
大
神
輿
が
新
調
さ
れ
た
背
景
に
は
、
関
東
大
震
災
で
行
方
不
明
と
な
っ
た
と
い
う
将
門

神
輿
の
復
活
を
望
む
神
田
神
社
の
氏
子
総
代
の
Ｔ
・
Ｅ
氏
の
提
案
も
あ
っ
た
と
い
う（

（1
（

。

　

新
調
さ
れ
た
史
蹟
将
門
塚
保
存
会
大
神
輿
は
、
神
田
祭
の
年
に
は
将
門
塚
を
発
御
し
て
神
田
神
社
へ
宮
入
を
行
な
い
、
再
び
将
門
塚
に

戻
っ
て
き
て
着
御
す
る
形
を
取
り
、
蔭
祭
の
年
に
は
宮
入
を
行
な
わ
ず
、
将
門
塚
を
発
御
し
て
、
将
門
塚
に
着
御
す
る
形
を
取
っ
て
い
る
。
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史
蹟
将
門
塚
保
存
会
大
神
輿
の
巡
幸
に
は
、
史
蹟
将
門
塚
保
存
会
の
参
与
法
人
で
あ
る
三
菱
地
所
・
三
井
物
産
・
三
井
生
命
保
険
・
物
産

不
動
産
・
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
・
竹
中
工
務
店
・
プ
ロ
ミ
ス
・
丸
紅
・
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
・
三
菱
不
動
産
の
一
〇
社
が
参
加
す
る（

（1
（

。

　

平
成
二
二
年
は
蔭
祭
の
年
で
あ
っ
た
が
、
五
月
九
日
に
、
大
手
町
や
丸
の
内
の
約
一
〇
社
の
会
社
員
が
過
去
最
高
の
一
一
〇
〇
人
参
加

し
、
史
蹟
将
門
塚
保
存
会
大
神
輿
が
渡
御
し
た
。
参
加
す
る
丸
紅
で
は
、
メ
ー
ル
な
ど
で
社
員
に
参
加
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
予
想
を
上

回
る
四
八
〇
人
が
参
加
を
希
望
し
た
と
い
う
。
参
加
し
た
あ
る
社
員
は
「
い
ろ
ん
な
会
社
の
幅
広
い
世
代
が
参
加
し
て
い
る
の
に
、
神
輿

を
担
ぐ
こ
と
で
一
体
感
が
生
ま
れ
た
。
祭
り
で
神
輿
を
担
ぐ
の
が
こ
ん
な
に
楽
し
い
と
は
」
と
感
想
を
漏
ら
し
た
。
三
井
生
命
保
険
は
社

員
約
一
三
〇
人
が
参
加
し
、
同
社
の
総
務
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
と
、「
各
企
業
と
も
地
域
貢
献
や
社
会
的
責
任
を
強
く
感
じ
て
い
る
」
と
人

気
の
理
由
を
説
明
し
た
と
い
う（

（1
（

。
さ
ら
に
、
平
成
二
五
年
の
神
田
祭
に
は
約
一
三
〇
〇
人
も
の
会
社
員
が
参
加
し
た
。

　

こ
う
し
た
一
〇
〇
〇
人
規
模
の
会
社
員
が
神
輿
担
ぎ
に
参
加
す
る
背
景
に
は
、
神
田
神
社
の
神
職
の
企
業
と
の
関
係
を
重
視
す
る
姿
勢

が
あ
る
。
神
田
神
社
宮
司
の
大
鳥
居
信
史
氏
は
、
神
田
神
社
は
千
代
田
区
・
中
央
区
と
い
っ
た
日
本
有
数
の
オ
フ
ィ
ス
街
が
氏
子
地
域
に

あ
り
、
特
に
大
手
町
な
ど
の
地
域
に
は
住
民
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
た
め
、
二
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
、
企
業
の
氏
神
意
識
の
定
着
を
図
る
よ
う

に
促
し
て
き
た
。
大
鳥
居
氏
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、
以
前
は
企
業
が
正
月
に
神
田
神
社
へ
参
拝
す
る
風
習
は
な
か
っ
た
が
、
現
在
で
は

正
月
に
六
〇
〇
〇
社
の
企
業
が
参
拝
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
大
手
町
・
丸
の
内
界
隈
の
企
業
で
は
、
将
門
塚
へ
の
篤
い
信
仰
が
あ

る
が
、
神
田
祭
と
蔭
祭
に
お
い
て
、
史
蹟
将
門
塚
保
存
会
の
参
与
法
人
役
員
会
か
ら
奉
納
さ
れ
た
平
将
門
公
の
神
輿
（
史
蹟
将
門
塚
保
存

会
大
神
輿
）
を
担
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

つ
ま
り
、
大
鳥
居
氏
を
中
心
と
し
た
神
田
神
社
の
神
職
の
働
き
か
け
が
神
田
神
社
や
将
門
塚
、
史
蹟
将
門
塚
保
存
会
大
神
輿
を
媒
介
と

し
て
、
神
田
祭
へ
の
企
業
の
参
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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　（
五
）
企
業
の
参
加
と
女
性

　

先
述
し
た
中
野
紀
和
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
企
業
の
参
加
を
契
機
と
し
て
、
女
性
の
参
加
が
進
む
側
面
を
持
つ
こ
と
は
、
確
か
に
神
田

祭
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。
一
部
区
間
を
女
神
輿
に
し
て
巡
幸
で
き
る
ほ
ど
の
女
性
が
参
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
企
業
の
参
加
が
進

ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）
年
の
神
田
祭
に
お
い
て
、
岩
本
町
三
丁
目
町
会
、
神
田
東
紺
町
会
で
は
、
町
会
の
神
輿
を
一
部
区
間
だ
け
女

神
輿
に
し
た
。
神
田
佐
久
二
平
河
町
会
で
は
、
宮
入
の
際
、
神
輿
の
前
棒
は
全
部
女
性
に
な
り
、
神
田
鍛
冶
三
会
町
会
で
は
、
金
曜
日
の

夜
に
子
ど
も
神
輿
を
女
神
輿
に
し
て
、
町
内
渡
御
を
行
な
っ
た
。

　

こ
こ
に
は
、
企
業
参
加
の
進
む
岩
本
町
三
丁
目
町
会
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
三
〇
人
が
参
加
す
る
神
田
鍛
冶
三
会
町
会
な
ど
が
含
ま

れ
て
い
る
。
ま
た
、
先
述
し
た
大
手
・
丸
の
内
町
会
の
史
蹟
将
門
塚
保
存
会
大
神
輿
に
お
い
て
も
、
一
部
区
間
を
女
神
輿
に
し
て
巡
幸
し

て
い
る
。

　

須
田
町
中
部
町
会
で
は
、
全
区
間
を
女
神
輿
で
担
ぐ
「
元
祖
女
み
こ
し
」
を
擁
す
る
が
、
松
平
誠
が
調
査
し
た
平
成
二
年
の
神
田
祭
に

お
い
て
は
、
金
融
機
関
の
女
性
参
加
者
の
割
合
が
全
体
の
三
五
％
を
占
め
て
い
た（

（2
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
神
田
祭
か
ら
は
、
神
田
神
社
の
神
職
や
町
会
の
個
人
と
い
っ
た
個
人
の
活
躍
（
人
的
要
因
）
が
、
結
集
の
た
め
の
核

の
存
在
（
神
輿
、将
門
塚
、神
田
神
社
）
を
媒
介
と
し
て
、企
業
の
参
加
を
維
持
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
金
曜
日
の
祭
り
と
日
曜
日
の
祭
り
（
連
合
渡
御
・
宮
入
）
を
中
心
に
企
業
の
参
加
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　
　
　
　
三
、
企
業
の
参
加
と
山
王
祭

　

神
田
祭
と
並
び
、
か
つ
て
は
「
天
下
祭
」
と
称
さ
れ
た
山
王
祭
に
お
い
て
も
企
業
の
参
加
が
進
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
平
成
三
〇
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（
二
〇
一
八
）
年
の
山
王
祭
の
実
態
か
ら
、
企
業
の
参
加
の
模
様
を
見
て
お
き
た
い
。
平
成
三
〇
年
の
山
王
祭
で
は
、
六
月
八
日
（
金
）・

九
日
（
土
）・
一
〇
日
（
日
）
を
中
心
に
祭
礼
行
事
が
実
施
さ
れ
た
。

　
　（
一
）
企
業
の
参
加
と
金
曜
日
の
祭
り

　

六
月
八
日
（
金
）
に
神
幸
祭
が
行
な
わ
れ
た
。
七
時
三
〇
分
に
鳳
輦
が
永
田
町
の
日
枝
神
社
を
出
発
し
、
午
前
中
、
麴
町
エ
リ
ア
を
巡

り
、
午
後
は
、
京
橋
・
日
本
橋
・
銀
座
エ
リ
ア
を
巡
っ
て
、
一
六
時
四
五
分
の
予
定
で
日
枝
神
社
へ
戻
る
。
午
前
中
の
麴
町
エ
リ
ア
の
巡

幸
に
お
い
て
、
沿
道
の
会
社
員
が
鳳
輦
を
出
迎
え
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。
神
田
祭
に
お
い
て
も
神
幸
祭
は
行
な
わ
れ
る
が
、
神
田
祭
の
神

幸
祭
は
土
曜
日
に
実
施
さ
れ
る
た
め
、
会
社
員
が
鳳
輦
を
出
迎
え
る
光
景
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

　

ま
た
、
下
町
連
合
（
日
本
橋
・
京
橋
・
茅
場
町
・
八
丁
堀
）
で
は
、
町
会
ご
と
に
金
曜
日
夜
の
神
輿
巡
幸
や
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行

な
わ
れ
た
。
以
下
に
、
そ
の
詳
細
を
見
て
お
き
た
い
。

　

京
橋
（
京
橋
一
之
部
連
合
町
会
）

　

京
橋
一
之
部
連
合
町
会
で
は
、「
京
橋
地
区
に
お
勤
め
の
方
」（「
神
輿
を
担
い
だ
こ
と
な
い
方
、
歓
迎
」）
を
対
象
と
し
た
神
輿
の
「
金

曜
宵
宮
渡
御
」
を
実
施
し
た
。
参
加
費
は
無
料
で
半
纏
は
町
会
半
纏
を
貸
し
出
す
が
、
足
袋
や
小
物
は
購
入
し
て
も
ら
う
形
で
行
な
っ
て

い
る
。
着
替
え
場
所
と
し
て
京
橋
区
民
館
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
宵
宮
渡
御
は
、
六
月
八
日
（
金
）
の
一
八
時
四
五
分
に
京
橋
二
丁
目
町

会
神
酒
所
に
集
合
し
、
一
九
時
三
〇
分
か
ら
二
〇
時
三
〇
分
ま
で
の
予
定
で
、
京
橋
一
丁
目
・
二
丁
目
・
三
丁
目
の
界
隈
を
巡
幸
し
た
。

巡
幸
ル
ー
ト
に
は
、
戸
田
建
設
、
ブ
リ
ジ
ス
ト
ン
、
メ
ル
シ
ャ
ン
、
明
治
屋
な
ど
の
企
業
が
あ
る
。
渡
御
終
了
後
に
は
簡
単
な
交
流
会
が

行
な
わ
れ
た
。
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京
橋
一
之
部
連
合
町
会
青
年
部
（
京
橋
は
じ
め
会
）
会
長
の
Ｎ
・
Ｓ
氏
（
昭

和
三
七
年
生
）
は
、「
再
開
発
が
進
ん
で
、
町
内
の
ほ
と
ん
ど
が
企
業
に
な
っ
た

と
き
に
、
町
の
昔
か
ら
の
人
も
企
業
も
唯
一
、
つ
な
が
れ
る
の
は
祭
り
だ
と
思

い
ま
す
。
祭
り
は
神
事
で
す
が
、
最
後
は
町
の
つ
な
が
り
で
す
」
と
話
す（

（2
（

。
金

曜
日
の
宵
宮
の
役
割
が
こ
の
語
り
か
ら
も
窺
え
る
。

　

日
本
橋
（
日
本
橋
六
之
部
連
合
町
会
）

　

日
本
橋
三
丁
目
西
町
会
で
は
、六
月
八
日（
金
）に
夜
、神
輿
渡
御
を
行
な
っ
た
。

東
京
建
物
、
Ｄ
Ｉ
Ｃ
、
住
友
不
動
産
、
高
島
屋
な
ど
の
企
業
の
ほ
か
、
江
戸
祭
貴
、

鳳
凰
會
と
い
っ
た
神
輿
同
好
会
が
参
加
す
る
。

　

江
戸
橋
（
日
本
橋
一
丁
目
東
町
会
・
日
本
橋
二
丁
目
町
会
・
日
本
橋
三
丁
目

東
町
会
）
は
、
一
八
時
二
〇
分
か
ら
二
〇
時
五
〇
分
ま
で
の
予
定
で
金
曜
日
の

巡
幸
を
行
な
っ
た
。

　

茅
場
町
（
日
本
橋
七
之
部
連
合
町
会
）

　

茅
場
町
一
丁
目
町
会
で
は
、青
年
部
主
催
で
六
月
八
日
（
金
）
の
一
八
時
か
ら
「
夜
宮
」
の
神
輿
渡
御
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
「
茅
場
町

に
職
場
の
あ
る
方
、
知
人
が
茅
場
町
に
い
る
方
な
ど
、
茅
場
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
」
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
も
の
で
、
町
内

に
貼
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
担
ぎ
手
が
募
集
さ
れ
る
。
初
心
者
の
参
加
も
可
能
で
、
夜
宮
の
巡
幸
に
先
立
ち
、
五
月
三
〇
日
（
水
）
の�

写真 1　山王祭　日本橋三丁目西町会・金曜日の祭り

（平成 30 年 6 月 8 日、筆者撮影）
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一
八
時
三
〇
分
か
ら
茅
場
町
一
丁
目
町
会
会
館
で
「
担
ぎ
手
説
明
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
夜
宮
の
巡
幸
に
は
郵
船
不
動
産
、
三
井
住
友
銀

行
（
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
）
な
ど
の
企
業
が
参
加
し
て
い
た
。

　

茅
場
町
一
丁
目
町
会
で
は
、
か
つ
て
神
輿
巡
幸
が
途
絶
え
た
時
期
も
あ
っ
た
。『
朝
日
新
聞
』（
朝
刊
、
平
成
二
［
一
九
九
〇
］
年
六
月

五
日
付
）
の
「
燃
え
る
、
そ
の
裏
で
（
東
京
人
り
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
３
）
東
京
」
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
茅
場
町
一
丁
目
町
会
の
神
輿

が
「
二
年
前
か
ら
飾
り
物
に
な
っ
た
」
と
あ
る
。
記
事
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
町
会
長
は
「
今
は
か
つ
ぐ
人
が
い
な
い
。
さ
り
と
て
、
見
ず

知
ら
ず
の
人
に
か
つ
が
せ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
」
と
話
し
、
神
輿
の
巡
幸
の
代
わ
り
に
、
寄
席
と
縁
日
を
開
く
よ
う
に
な
っ
た
と
し

て
い
る
。
こ
う
し
て
一
旦
途
絶
え
た
神
輿
巡
幸
が
周
辺
企
業
な
ど
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
復
活
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

平
成
二
一
年
、
茅
場
町
一
丁
目
交
差
点
角
に
花
王
株
式
会
社
の
本
社
が
移
転
し
た
。
花
王
は
「
地
域
の
方
々
は
弊
社
の
大
事
な
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
」
と
の
思
い
で
、
移
転
後
、
地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
じ
頃
、
茅
場
町
一
丁
目
町
会
の
青
年
部

で
は
、「
住
民
が
不
足
す
る
中
で
何
か
手
を
打
た
な
け
れ
ば
」
と
、平
成
二
六
年
の
山
王
祭
で
周
辺
企
業
に
も
担
ぎ
手
を
募
り
、「
宵
宮
」（
夜

宮
）
を
復
活
さ
せ
、
花
王
も
新
入
社
員
と
有
志
の
約
五
〇
人
程
度
が
初
参
加
し
た
と
い
う（

（2
（

。

　

な
お
、
茅
場
町
一
丁
目
町
会
に
隣
接
す
る
兜
町
町
会
の
山
王
祭
に
は
、
平
和
不
動
産
の
社
員
が
参
加
し
て
い
る
。
平
成
二
四
年
の
山
王
祭
に

初
め
て
社
長
を
筆
頭
に
三
一
人
が
参
加
し
た
。
平
成
二
八
年
の
山
王
祭
に
は
七
〇
人
ほ
ど
の
社
員
が
集
う
ま
で
に
な
っ
た
と
い
う（

（2
（

。

　

茅
場
町
二
丁
目
・
三
丁
目
町
会
で
は
、
八
日
（
金
）
の
一
八
時
か
ら
一
九
時
ま
で
神
輿
の
町
内
渡
御
を
行
な
い
、
一
九
時
か
ら
町
内
の

八
米
商
店
前
で
、
町
会
員
・
法
人
会
員
を
対
象
と
し
た
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
を
実
施
し
た
。

　

八
丁
堀
（
京
橋
七
之
部
連
合
町
会
）

　

八
丁
堀
一
丁
目
町
会
で
は
、
六
月
八
日
（
金
）
の
一
七
時
三
〇
分
か
ら
神
酒
所
前
に
て
「
八
丁
堀
一
丁
目
町
会
神
輿
披
露
会
（
生
ビ
ー
ル�
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パ
ー
テ
ィ
ー
）」
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
寄
付
を
貰
っ
た
企
業
の
会
社
員
・
学
生
・
個
人
（
八
丁
堀
一
丁
目
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
）

を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

八
丁
堀
四
丁
目
東
町
会
で
は
、六
月
八
日
（
金
）
の
一
七
時
三
〇
分
か
ら
二
〇
時
ま
で
前
夜
祭
（
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
）
を
実
施
し
た
。

こ
の
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
町
会
員
以
外
の
「
一
般
参
加
」
も
可
能
で
、
ビ
ー
ル
や
お
つ
ま
み
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
も
販
売
さ
れ
、
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
　（
二
）
企
業
の
参
加
と
日
曜
日
の
祭
り

　

六
月
一
〇
日
（
日
）
に
は
、
九
時
一
〇
分
に
日
本
橋
日
枝
神
社
（
摂
社
日
枝
神
社
）
を
宮
出
し
て
、
京
橋
か
ら
日
本
橋
ま
で
の
中
央
通

り
を
連
合
渡
御
す
る
下
町
連
合
渡
御
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
連
合
渡
御
に
は
、
神
輿
を
担
ぐ
半
纏
か
ら
、
京
橋
宝
町
会
の
神
輿
に
は
清
水

建
設
、
日
本
橋
一
丁
目
町
会
の
神
輿
に
は
野
村
證
券
、
野
村
不
動
産
、
三
井
不
動
産
、
国
分
、
み
ず
ほ
銀
行
な
ど
が
、
日
本
橋
通
二
丁
目

町
会
の
神
輿
に
は
水
戸
証
券
、
日
本
橋
高
島
屋
、
丸
善
、
三
井
不
動
産
、
住
友
不
動
産
な
ど
が
、
檜
物
町
の
神
輿
に
は
、
東
京
建
物
な
ど

の
企
業
が
参
加
し
た
。

　
　
　
　
四
、
企
業
の
参
加
と
渋
谷
の
宮
益
御
嶽
神
社
の
祭
礼

　

東
京
渋
谷
に
も
、
企
業
の
参
加
が
進
む
祭
礼
が
あ
る
。
宮
益
坂
の
途
中
に
あ
る
宮
益
御
嶽
神
社
の
祭
礼
で
あ
る
。
同
神
社
の
祭
礼
に
お

け
る
宮
神
輿
に
企
業
の
参
加
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年
と
平
成
三
〇
年
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
見
て
お
き
た
い
。
平
成
二
九
年
は
九
月
二
〇
日
（
水
）、

平
成
三
〇
年
は
九
月
一
九
日
（
水
）
に
宮
神
輿
の
巡
幸
は
実
施
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
平
日
（
水
曜
日
）
の
午
後
、
一
三
時
半
か
ら
一
七
時
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頃
ま
で
行
な
わ
れ
、
渋
谷
宮
益
商
店
街
振
興
組
合
・
宮
益
町
会
の
エ
リ
ア
を
渡
御
し
た
。

　
　（
一
）
宮
益
町
会
の
変
容

　

昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
四
月
の
『
火
災
保
険
特
殊
地
図
』
を
見
る
と
、
渋
谷
宮
益
商
店
街
振
興
組
合
・
宮
益
町
会
の
エ
リ
ア
に
は
、

東
急
文
化
会
館
、
協
和
銀
行
渋
谷
支
店
、
日
興
證
券
渋
谷
営
業
所
、
三
菱
信
託
銀
行
渋
谷
営
業
所
、
宮
益
坂
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
、
大
東
京
渋

谷
支
部
、
東
横
ホ
テ
ル
、
渋
谷
郵
便
局
、
朝
日
生
命
、
興
亜
火
災
海
上
保
険
な
ど
が
立
ち
並
ぶ
も
の
の
、
東
急
文
化
会
館
の
裏
側
や
、
御

嶽
神
社
周
辺
に
は
多
数
の
住
居
が
存
在
し
、
宮
城
医
院
と
い
う
病
院
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
風
呂
桶
店
、
金
物
屋
、
古
本
店
、
古
道
具
店
、

電
気
店
、
質
屋
、
楽
器
店
、
建
具
店
、
工
務
店
、
う
な
ぎ
屋
、
洋
画
材
料
店
な
ど
の
商
店
が
立
ち
並
ん
で
い
た
。
こ
の
頃
は
、
金
融
機
関

は
す
で
に
複
数
あ
る
も
の
の
、
商
店
と
居
住
空
間
の
あ
る
町
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
ビ
ル
化
が
進
み
、
中
高
層

の
ビ
ル
街
へ
変
貌
し
た
。

　

平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
発
行
の
『
ま
ち
づ
く
り
の
あ
し
あ
と
―
渋
谷
区
町
会
連
合
会
創
立
三
十
周
年
記
念
誌
―
』
に
よ
れ
ば
、
宮
益

町
会
の
会
員
数
は
一
二
〇
世
帯
と
し
て
い
る
。
宮
益
町
会
は
「
戦
前
戦
後
共
、
百
軒
前
後
の
小
町
会
で
あ
る
が
、
古
く
か
ら
御
嶽
神
社

（
千
五
百
七
十
）（
元
亀
年
間
）
を
中
心
に
町
会
、
商
店
街
、
両
輪
で
街
づ
く
り
、
経
済
の
発
展
に
力
を
入
れ
早
く
も
昭
和
二
十
八
年
都
営

第
一
号
の
ビ
ル
建
設
以
降
林
立
の
如
く
ビ
ル
建
設
が
続
き
、
現
在
一
ヶ
所
の
み
木
造
建
、
而
し
入
居
者
、
銀
行
、
証
券
、
保
険
会
社
で
マ

ネ
ー
セ
ン
タ
ー
の
観
が
あ
る
」（
一
三
六
頁
）
と
い
う
。
ま
た
、「
当
町
会
は
商
業
地
域
で
地
価
の
高
騰
に
よ
り
会
員
数
は
九
十
軒
で
あ
る

が
、
住
居
を
共
の
軒
数
は
五
、六
軒
で
、
ビ
ル
建
設
を
し
て
他
地
区
に
住
居
を
移
す
方
々
ば
か
り
で
」（
一
三
七
頁
）
と
し
て
い
る（

（2
（

。

　

渋
谷
宮
益
商
店
街
振
興
組
合
が
発
行
す
る
『
宮
益
だ
よ
り
』
平
成
一
二
年
一
月
一
五
日
号
に
よ
る
と
、「
町
会
発
足
以
来
五
十
余
年
が

過
ぎ
、
大
き
く
街
の
様
相
が
変
わ
り
会
員
百
五
十
件
足
ら
ず
の
う
ち
、
九
十
九
％
が
法
人
会
員
で
あ
り
、
居
住
す
る
会
員
は
十
％
程
度
に
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な
り
ま
し
た
」
と
あ
る
。

　

居
住
者
は
少
な
く
、
法
人
会
員
が
大
多
数
を
占
め
る
商
店
街
・
町
会
に
変
貌
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
町
の
構
成
は
、
宮
益
御

嶽
神
社
の
祭
礼
の
担
い
手
に
も
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
日
曜
日
に
神
輿
の
巡
幸
を
行
な
っ
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
が
担
ぎ
手
が

い
な
い
の
で
平
日
に
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

平
成
二
九
年
と
平
成
三
〇
年
に
お
け
る
神
輿
の
担
ぎ
手
は
、
次
の
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　
　（
二
）
宮
神
輿
の
参
加
者
（
担
ぎ
手
）

　

平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年
の
宮
益
御
嶽
神
社
の
宮
神
輿
の
担
ぎ
手
は
、
九
〇
人

（
男
性
六
四
人
［
七
一・一
％
］・
女
性
二
六
人
［
二
八・九
％
］）
で
あ
る
。
そ
の
内
訳

は
、
東
京
地
下
鉄
株
式
会
社
半
蔵
門
線
乗
務
管
区
：
一
六
人
（
男
性
一
五
人
・
女

性
一
人
）、
み
ず
ほ
銀
行
渋
谷
支
店
：
八
人
（
男
性
三
人
・
女
性
五
人
）、
み
ず
ほ
信

託
銀
行
渋
谷
支
店
：
四
人
（
女
性
四
人
）、
東
急
建
設
株
式
会
社
：
一
一
人
（
男
性

一
〇
人
・
女
性
一
人
）、
Ｋ
氏
・
Ｍ
氏
：
一
〇
人
、
り
そ
な
銀
行
：
六
人
（
男
性
三
人
、

女
性
三
人
）、
東
急
電
鉄
株
式
会
社：三
人
（
男
性
三
人
）、
植
村
写
真
館：二
人
（
女

性
二
人
）、
Ｋ
Ｎ
氏
［
本
日
の
着
付
け
も
担
当
］
一
人
（
女
性
一
人
）、
三
浦
ピ
ア
ノ：

一
人
（
男
性
一
人
）、
シ
グ
マ
ア
テ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス：二
人
（
女
性
二
人
）、
ウ
エ
ス
ト：

一
人
（
男
性
一
人
）、
渋
谷
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
：
二
人
（
女
性
二
人
）、
世
紀
東
急

工
業
株
式
会
社
東
京
支
店
：
七
人
（
男
性
七
人
）、
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
：
八
人
（
男
性

写真 2　宮益御嶽神社の宮神輿巡幸

（平成 30 年 9 月 19 日、筆者撮影）
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六
人
、
女
性
二
人
）、
神
谷
商
事
：
一
人
（
男
性
一
人
）、
東
京
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
：
一
人
（
男
性
一
人
）、
株
式
会
社
伊

藤
園
：
一
人
（
男
性
一
人
）、
ト
ウ
ド
事
務
：
二
人
（
男
性
二
人
）、
渋
谷
区
行
政
サ
ー
ビ
ス
商
工
会
館
：
一
人
（
男
性
一
人
）
な
ど
で
あ
る
。

　

平
成
三
〇
年
の
宮
益
御
嶽
神
社
の
宮
神
輿
の
担
ぎ
手
は
、
八
九
人
（
男
性
五
九
人
［
六
六・三
％
］・
女
性
三
〇
人
［
三
三・七
％
］）
で
あ
る
。

そ
の
内
訳
は
、
み
ず
ほ
銀
行
渋
谷
支
店
：
七
人
（
男
性
三
人
・
女
性
四
人
）、
み
ず
ほ
信
託
銀
行
渋
谷
支
店
：
四
人
（
女
性
四
人
）、
東
急
建

設
株
式
会
社
：
八
人
（
男
性
七
人
・
女
性
一
人
）、
東
急
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
株
式
会
社
：
二
人
（
男
性
二
人
）、
株
式
会
社
日
本
設
計
：
三
人
（
男

性
二
人
・
女
性
一
人
）、
Ｋ
氏
：
一
人
（
男
性
一
人
）、
Ｋ
氏
：
九
人
（
男
性
六
人
・
女
性
三
人
）、
り
そ
な
銀
行
渋
谷
支
店
：
五
人
（
男
性
二
人
・

女
性
三
人
）、
東
急
電
鉄
株
式
会
社：三
人
（
男
性
三
人
）、
植
村
写
真
館：一
人
（
女
性
一
人
）、
Ｋ
Ｎ
氏
［
本
日
の
着
付
け
を
担
当
］：一
人
（
女

性
一
人
）、
シ
グ
マ
ア
テ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
：
二
人
（
女
性
二
人
）、
渋
谷
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
：
二
人
（
男
性
一
人
・
女
性
一
人
）、
世
紀
東
急
工

業
株
式
会
社
東
京
支
店
：
一
一
人
（
男
性
九
人
・
女
性
二
人
）、
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
管
理
組
合
：
七
人
（
男
性
四
人
・
女
性
三
人
）、
株
式
会
社
植

松
：
二
人
（
女
性
二
人
）、
シ
ュ
ウ
エ
イ
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
：
一
人
（
男
性
一
人
）、
渋
谷
区
行
政
サ
ー
ビ
ス
：
四
人
（
男
性
二
人
・
女
性
二
人
）、

東
京
地
下
鉄
株
式
会
社
半
蔵
門
線
乗
務
管
区
：
一
六
人
（
男
性
一
六
人
）
で
あ
る
。

　

平
成
二
九
年
と
平
成
三
〇
年
は
と
も
に
、
女
性
の
参
加
者
は
約
二
～
三
割
を
占
め
て
い
る
。
女
性
の
参
加
率
が
高
く
、
特
に
、
金
融
機
関

の
女
性
の
参
加
率
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
多
数
の
企
業
の
参
加
者
が
担
ぐ
と
い
う
点
で
、
神
田
祭
の
史
蹟
将
門
塚
保
存
会
大
神
輿
と
共
通

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
宮
益
御
嶽
神
社
の
祭
礼
は
平
日
の
実
施
で
あ
る
が
、
史
蹟
将
門
塚
保
存
会
大
神
輿
の
巡
幸
は
日
曜
日
の
実
施
で
あ
る
。

実
施
日
に
つ
い
て
は
、
神
田
祭
や
山
王
祭
の
金
曜
日
の
祭
り
に
近
い
。

　

こ
の
ほ
か
、同
じ
渋
谷
の
金
王
八
幡
宮
の
祭
礼
に
お
い
て
も
、企
業
の
参
加
は
見
ら
れ
る
。
平
成
二
六
年
の
道
玄
坂
町
会
の
宵
宮
（
土
曜
日
）

に
は
、日
立
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
東
急
不
動
産
の
社
員
が
神
輿
渡
御
に
参
加
し
た（

（2
（

。
ま
た
、平
成
二
七
年
の
渋
谷
中
央
街
の
宵
宮（
土
曜
日
）に
は
、

東
急
不
動
産
、
清
水
建
設
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
横
浜
銀
行
、
三
井
住
友
銀
行
、
さ
わ
や
か
信
用
金
庫
の
社
員
が
参
加
し
た（

（2
（

。
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お
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
、
企
業
の
参
加
と
都
市
祭
り
の
実
態
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
き
た
。
金
融
機
関
や
鉄
道
、
百
貨
店
、
再
開
発
に
関
わ
る

建
設
業
、
あ
る
い
は
地
域
に
本
社
が
立
地
す
る
企
業
の
参
加
が
多
い
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
神
田
祭
、
山
王
祭
、
渋
谷

の
祭
礼
か
ら
は
、
金
曜
日
や
水
曜
日
と
い
っ
た
平
日
の
祭
り
と
、
日
曜
日
と
い
っ
た
休
日
の
祭
り
へ
の
企
業
の
参
加
が
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
金
曜
日
の
祭
り
は
、
中
野
紀
和
が
考
察
を
行
な
っ
た
小
倉
祇
園
太
鼓
（
八
坂
神
社
の
祭
礼
）
に
お
け
る
御
神
幸
も
金
曜
日

に
実
施
さ
れ
、
そ
こ
に
多
く
の
企
業
が
参
加
し
て
い
る
実
態
と
も
類
似
し
て
い
る
。

　

平
日
の
祭
り
は
、
神
輿
の
渡
御
に
参
加
す
る
の
み
な
ら
ず
、
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
の
懇
親
の
場
へ
の
企
業
の
参
加
が
見
ら
れ
た
。

そ
う
し
た
意
味
で
は
、
平
日
の
神
輿
巡
幸
を
見
る
不
特
定
多
数
の
観
客
は
少
な
く
、
む
し
ろ
町
会
の
祭
り
に
お
い
て
企
業
が
地
元
地
域
の

人
た
ち
に
協
力
し
て
い
る
姿
を
「
見
せ
る
祭
り
」
と
し
て
の
性
格
や
地
域
と
の
交
流
の
場
と
し
て
の
性
格
が
色
濃
い
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
多
く
が
夜
に
行
な
わ
れ
、「
宵
宮
」
や
「
夜
宮
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
会
社
帰
り
に
参
加
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
渋
谷
の
祭
礼

に
お
け
る
土
曜
日
の
宵
宮
は
、
金
曜
日
の
夜
の
祭
り
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
企
業
の
参
加
者
が
多
数
を
占
め
る
金
曜
日
や
土
曜
日
の
神

輿
巡
幸
に
は
、
企
業
の
参
加
者
の
み
な
ら
ず
、
神
輿
同
好
会
の
メ
ン
バ
ー
や
熟
練
の
担
ぎ
手
も
何
人
か
参
加
し
、
巡
幸
を
支
え
て
い
る
側

面
も
見
え
て
き
た
。

　

一
方
、
休
日
の
祭
り
は
、
昼
の
祭
り
と
し
て
行
な
わ
れ
る
。
連
合
渡
御
や
宮
入
の
場
面
に
お
い
て
、
神
輿
巡
幸
を
見
る
不
特
定
多
数
の

観
客
が
多
く
、
企
業
名
の
入
っ
た
半
纏
を
着
て
い
る
場
合
、
不
特
定
多
数
の
観
客
に
自
分
た
ち
の
会
社
名
を
Ｐ
Ｒ
す
る
場
に
も
な
っ
て
い

る
。
同
時
に
、
観
客
が
い
る
こ
と
で
参
加
す
る
会
社
員
に
と
っ
て
も
祝
祭
性
が
高
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
金
融
機
関
な
ど
日

曜
日
が
休
業
日
の
企
業
は
、
休
み
の
日
に
わ
ざ
わ
ざ
出
て
き
て
祭
り
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
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と
こ
ろ
で
、
神
社
を
祀
る
企
業
も
存
在
す
る
。
企
業
の
神
社
の
祭
り
は
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
行
な
う
事
例
は
少
な
く
、
多
く
が
企

業
の
内
部
に
閉
ざ
さ
れ
た
形
で
役
員
が
中
心
と
な
っ
て
行
な
わ
れ
る
祭
り
で
あ
る（

（2
（

。
そ
の
た
め
、社
内
的
な
意
味
合
い
が
強
い
と
考
え
ら
れ
、

町
会
が
祀
る
小
祠
の
祭
り
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
反
対
に
、
都
市
祭
り
へ
の
企
業
の
参
加
は
、
神
輿
と
い
う
結
集
の
た
め
の
核
を
媒
介

と
し
て
、
社
内
の
祭
り
と
し
て
の
意
味
合
い
と
社
外
に
見
せ
る
祭
り
と
し
て
の
意
味
合
い
の
両
面
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

つ
ま
り
、
都
市
祭
り
へ
の
企
業
の
参
加
は
、
社
外
に
対
し
て
は
、
企
業
の
神
社
の
祭
り
と
異
な
り
、
地
元
の
地
域
社
会
や
一
般
観
衆
に

企
業
の
存
在
を
示
す
「
見
せ
る
祭
り
」
と
し
て
の
役
割
が
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
は
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
企
業
イ
メ
ー
ジ
を
向

上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
商
品
の
販
売
促
進
な
ど
の
利
潤
に
つ
な
げ
る
目
的
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
社
内
に
対
し
て
は
、
社
員
教

育
（
新
入
社
員
の
研
修
の
機
会
、
社
会
か
ら
「
見
ら
れ
る
」
社
員
と
し
て
の
研
鑚
の
場
な
ど
）
の
一
環
と
し
て
の
性
格
、
社
員
同
士
の
懇

親
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
の
意
味
合
い
も
持
つ
と
捉
え
ら
れ
る
。

　

宗
教
社
会
学
の
石
井
研
士
は
、
企
業
が
稲
荷
神
社
を
祀
っ
た
り
、
墓
地
を
持
つ
の
は
、
企
業
の
集
団
主
義
を
基
盤
に
し
て
宗
教
行
為
が

行
な
わ
れ
て
い
る
た
め
で
、
組
織
の
持
つ
集
団
主
義
の
表
出
と
捉
え
て
い
る
。
だ
だ
し
、
企
業
で
祀
る
神
社
の
場
合
、
会
社
の
経
営
に
直

接
関
わ
る
役
員
だ
け
が
集
ま
っ
て
、
祭
祀
が
行
な
わ
れ
る
方
が
多
く
、
一
般
社
員
は
、
大
祭
や
入
社
の
と
き
に
も
参
拝
を
義
務
付
け
ら
れ

た
り
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
極
端
な
場
合
に
は
、
会
社
の
屋
上
に
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
知
ら
な
い
場
合
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
神
を

祀
る
こ
と
が
、
直
接
会
社
の
構
成
員
の
一
体
感
を
高
揚
さ
せ
る
こ
と
に
機
能
し
て
お
ら
ず
、
祭
祀
に
加
わ
る
こ
と
と
、
そ
の
会
社
の
構
成

員
で
あ
る
こ
と
に
明
確
な
関
係
が
見
出
せ
な
く
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る（

（2
（

。

　

こ
の
石
井
の
指
摘
を
踏
ま
え
る
と
、
都
市
祭
り
へ
の
企
業
の
参
加
は
、
企
業
の
神
社
の
祭
り
と
異
な
り
、
一
般
社
員
も
参
加
す
る
こ
と

か
ら
、
神
田
祭
の
史
蹟
将
門
塚
保
存
会
大
神
輿
の
事
例
の
よ
う
に
、
構
成
員
や
近
隣
企
業
同
士
の
一
体
感
を
感
じ
さ
せ
、
集
団
主
義
に
つ

な
が
る
側
面
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
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そ
う
し
た
観
点
か
ら
い
え
ば
、
都
市
祭
り
へ
の
企
業
の
参
加
は
、
論
者
の
「
神
田
祭
モ
デ
ル
」
で
い
う
「
都
市
祝
祭
と
町
内
の
祭
り
の

複
合
構
造
」
を
持
つ
町
会
の
都
市
祭
り
に
近
く
、「
都
市
祝
祭
と
社
内
の
祭
り
の
複
合
構
造
」
を
持
つ
企
業
の
都
市
祭
り
と
捉
え
ら
れ
る

と
考
え
る
。

　

こ
の
都
市
祝
祭
と
社
内
の
祭
り
を
つ
な
ぐ
存
在
と
し
て
、
神
輿
や
神
社
、
将
門
塚
と
い
っ
た
結
集
の
た
め
の
核
が
あ
る
。
将
門
塚
と
史

蹟
将
門
塚
保
存
会
大
神
輿
、
神
田
神
社
、
あ
る
い
は
宮
益
御
嶽
神
社
と
宮
神
輿
な
ど
、
一
定
の
聖
性
を
持
つ
、
結
集
の
た
め
の
核
の
存
在

が
複
数
あ
る
と
き
、
企
業
の
参
加
の
動
機
付
け
が
し
や
す
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
の
結
集
の
た
め
の
核
の
聖
性
を
強
化
し
、

動
員
を
維
持
す
る
の
は
、
神
職
や
町
会
の
個
人
、
企
業
の
個
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
個
人
と
結
集
の
た
め
の
核
と
の
関
わ

り
は
、
企
業
の
参
加
と
都
市
祭
り
の
関
係
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
意
味
で
は
、
企
業
の
参
加
は
、「
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
化
」
と
し
て
一
方
向
的
に
捉
え
ら
れ
る
と
い
う
よ
り
は
、「
イ
ベ
ン
ト
の

祭
り
化
」
と
し
て
の
側
面
も
併
せ
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
都
市
祭
り
へ
の
女
性
の
参
加
を
も
っ
て
、
都
市
祭
り
へ
の
企
業
の
参
加

は
「
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
化
」
と
固
定
的
に
捉
え
て
し
ま
う
の
は
、複
合
的
な
性
格
を
持
つ
都
市
祭
り
の
動
態
を
踏
ま
え
る
と
早
計
で
あ
る
。

む
し
ろ
、「
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
化
」
と
「
イ
ベ
ン
ト
の
祭
り
化
」
の
両
面
か
ら
都
市
祭
り
へ
の
企
業
の
参
加
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
も
大
き

な
研
究
課
題
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
両
面
を
捉
え
て
行
く
際
に
、
企
業
の
神
社
の
祭
り
や
氏
神
神
社
な
ど
へ
の
企
業
の
集
団
参
拝
、

他
の
年
中
行
事
に
お
け
る
企
業
の
参
加
と
も
対
比
し
、
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
研
究
課
題
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
ま
た
、
企
業
が
都
市
祭
り
へ
参
加
す
る
契
機
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
創
業
何
十
周
年
や
移
転
直
後
な
ど
の
何
ら
か

の
記
念
す
べ
き
時
と
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

今
後
、
更
な
る
事
例
の
集
積
と
比
較
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
こ
う
し
た
企
業
の
参
加
と
都
市
祭
り
の
考
察
か
ら
、
企
業
と
宗
教
の
分
析

を
深
め
る
一
助
に
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。



229 企業の参加と都市祭りに関する一考察

　
　
註
　
　

　
（
１
）�　

秋
野
淳
一
『
神
田
祭
の
都
市
祝
祭
論
―
戦
後
地
域
社
会
の
変
容
と
都
市
祭
り
―
』
岩
田
書
院
、
平
成
三
〇
年
。

　
（
２
）�　

秋
野
淳
一
「
現
代
に
生
き
る
山
王
祭
・
下
町
連
合
の
魅
力
―
都
市
祝
祭
と
町
内
の
祭
り
の
複
合
構
造
―
」『
平
成
三
十
年
山
王
祭
』（
日
枝
神
社
下

町
連
合
、
平
成
三
〇
年
）。
お
よ
び
日
本
民
俗
学
会
第
七
〇
回
年
会
・
研
究
発
表
「
現
代
の
『
天
下
祭
』
に
関
す
る
予
備
的
考
察
―
神
田
祭
と
山
王
祭

の
都
市
祝
祭
論
へ
向
け
て
―
」（
於
駒
澤
大
学
、
平
成
三
〇
年
一
〇
月
一
四
日
、
日
本
民
俗
学
会
の
研
究
発
表
を
も
と
に
別
稿
に
ま
と
め
る
予
定
）。

　
（
３
）�　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
「
き-

ぎ
ょ
う
」
の
項
（https://japanknow

ledge.com
/lib

、
平
成
三
〇
年
一
二
月
一
二
日
閲
覧
）。

　
（
４
）�　

米
山
俊
直
『
天
神
祭
』（
中
公
新
書
）
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
四
年
。

　
（
５
）�　

松
平
誠
『
都
市
祝
祭
の
社
会
学
』
有
斐
閣
、
平
成
二
年
、
二
七
一
～
二
八
〇
頁
、
二
九
四
～
二
九
六
頁
。

　
（
６
）�　

中
牧
弘
充
『
会
社
の
カ
ミ
・
ホ
ト
ケ
―
経
営
と
宗
教
の
人
類
学
―
』
講
談
社
、
平
成
一
八
年
、
六
三
頁
。

　
（
７
）�　

松
崎
憲
三
『
現
代
社
会
と
民
俗
』
名
著
出
版
、
平
成
三
年
、
一
五
三
～
一
六
三
頁
。

　
（
８
）�　

阿
南
透
「
青
森
ね
ぶ
た
の
現
代
的
変
容
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
〇
三
集
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
平
成
一
五
年
、
二
七
八
～

二
七
九
頁
。

　
（
９
）�　

高
橋
晋
一
「
阿
波
踊
り
の
観
光
化
と
『
企
業
連
』
の
誕
生
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
九
三
集
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
平
成

二
七
年
。

　
（
10
）�　

前
掲
秋
野
『
神
田
祭
の
都
市
祝
祭
論
』
に
基
づ
く
。

　
（
11
）�　

町
会
長
の
Ｈ
・
Ｋ
氏
（
昭
和
二
三
年
生
）
に
よ
れ
ば
、「
五
〇
年
前
は
洋
服
屋
（
紳
士
服
）
の
街
で
あ
っ
た
。
住
込
み
の
従
業
員
が
い
る
二
〇
坪
、

三
〇
坪
の
お
店
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
現
在
、
洋
服
屋
は
三
軒
の
み
。
流
通
が
大
き
く
変
化
し
て
廃
業
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
変
わ
っ
た
。
街
並
み
が

大
き
く
変
貌
し
た
」
と
い
う
（
筆
者
に
よ
る
調
査
）。

　
（
12
）�　

前
掲
松
崎
『
現
代
社
会
と
民
俗
』
一
五
五
～
一
五
六
頁
。

　
（
13
）�　

神
田
倶
楽
部
『
明
神
さ
ま
の
氏
子
と
お
神
輿
』
武
蔵
野
書
院
、
平
成
一
〇
年
、
三
六
三
頁
。

　
（
14
）�　

麴
町
わ
が
ま
ち
情
報
館
（http://koujim

achi.net/tow
n/otem

arub.htm
l

）。



230企業の参加と都市祭りに関する一考察
　
（
15
）�　

薗
田
稔
「
祭
と
都
市
社
会
―「
天
下
祭
」（
神
田
祭
・
山
王
祭
）
調
査
報
告
（
一
）」『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
三
輯
、
國
學
院
大

學
日
本
文
化
研
究
所
、
昭
和
四
四
年
。

　
（
16
）�　

松
平
誠
「
都
市
祝
祭
伝
統
の
持
続
と
変
容
―
神
田
祭
に
よ
る
試
論
」『
応
用
社
会
学
研
究
』
第
三
五
号
、
立
教
大
学
社
会
学
部
研
究
室
、
平
成
五
年
。

　
（
17
）�　
「
将
門
の
縁　

神
輿
復
活
」『
讀
賣
新
聞
』
朝
刊
、
平
成
二
六
年
一
月
五
日
付
。

　
（
18
）�　

織
田
桂
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
神
輿
を
担
ぐ
！
」『
東
京
人
』
二
〇
一
二
年
六
月
号
、
都
市
出
版
、
平
成
二
四
年
、
八
二
～
八
三
頁
。

　
（
19
）�　
「
神
輿
に
燃
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
」『
讀
賣
新
聞
』
朝
刊
、
平
成
二
二
年
五
月
八
日
付
。

　
（
20
）�　

松
平
誠
「
現
代
神
田
祭
仄
聞
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
三
三
集
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
平
成
三
年
。

　
（
21
）�　

前
掲
秋
野
「
現
代
に
生
き
る
山
王
祭
・
下
町
連
合
の
魅
力
―
都
市
祝
祭
と
町
内
の
祭
り
の
複
合
構
造
―
」。

　
（
22
）�　
『
平
成
三
十
年　

山
王
祭
』
日
枝
神
社
下
町
連
合
、
平
成
三
〇
年
、
五
一
頁
。

　
（
23
）�　

前
掲
『
平
成
三
十
年　

山
王
祭
』、
五
一
頁
。

　
（
24
）�　
『
ま
ち
づ
く
り
の
あ
し
あ
と
―
渋
谷
区
町
会
連
合
会
創
立
三
十
周
年
記
念
誌
―
』
渋
谷
区
町
会
連
合
会
、
平
成
四
年
。

　
（
25
）�　

秋
野
淳
一
「
渋
谷
・
道
玄
坂
の
祭
礼
か
ら
み
え
る
『
共
存
』
へ
の
課
題
」
古
沢
広
祐
責
任
編
集
『
共
存
学
3
』
弘
文
堂
、
平
成
二
七
年
。

　
（
26
）�　

秋
野
淳
一
「
渋
谷
の
都
市
祭
り
と
地
域
社
会
―
神
田
祭
と
の
比
較
を
交
え
て
―
」
上
山
和
雄
編
著
『
渋
谷
学
叢
書
5　

渋
谷　

に
ぎ
わ
い
空
間
を

科
学
す
る
』
雄
山
閣
、
平
成
二
九
年
。

　
（
27
）�　

神
社
新
報
社
編
『
企
業
の
神
社
』
神
社
新
報
社
、
昭
和
六
一
年
。
宇
野
正
人
「
企
業
が
祀
る
神
社
」『
都
市
民
俗
学
へ
の
い
ざ
な
い
Ⅰ
混
沌
と
生
成
』

雄
山
閣
、
平
成
元
年
。
石
井
研
士
『
銀
座
の
神
々
―
都
市
に
溶
け
込
む
宗
教
―
』
新
曜
社
、
平
成
六
年
。

　
（
28
）�　

前
掲
石
井
『
銀
座
の
神
々
―
都
市
に
溶
け
込
む
宗
教
―
』
二
五
二
～
二
五
四
頁
。

　
追
記

　

本
稿
は
、
平
成
三
〇
年
度
神
道
宗
教
学
会
第
七
二
回
学
術
大
会
で
研
究
発
表
し
た
「
企
業
の
参
加
と
都
市
祭
り
」（
於
國
學
院
大
學
、
平
成
三
〇
年
一
二
月

九
日
）
の
レ
ジ
ュ
メ
を
基
に
大
幅
に
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
國
學
院
大
學
二
一
世
紀
研
究
教
育
計
画
委
員
会
研
究
事
業
「
渋
谷
の
都
市

形
成
と
再
開
発
に
関
す
る
研
究
」（
研
究
代
表
：
阪
本
是
丸
教
授
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


